
 

令和７年度 第１回 ACP作業部会議事録  

 

日時：令和７年５月２１日（水） 

午後２時～午後３時３０分 

場所：さくら庁舎 第３５会議室   

 

1. 令和６年度活動内容報告及び令和７年度に実践する内容の検討 

・ケアマネット部会では年間計画にわたしノートの活用ともしバナゲームの活用につい

て６月に研修会を行う。ケアマネジャーが現場でどの様にわたしノートを活用している

か、もしバナゲームの経験があるかを集計しながらグループワークを行う予定。 

・わたしノートをすでに書いている利用者のノートの見直しを重点的に取り組みたい。 

・施設入居の際に医療行為に関する聞き取りだけでなく ACPに関する聞き取りをしてい

きたい。 

・八千代病院では ACPプロジェクトを今年度も継続して行い、倫理カンファレンスも行

う方向。部署内や退院調整看護師の養成講座でも ACPについて取り入れる。エンドオブ

ライフ・ケア研修会に看護師が１０名ほど参加する。わたしノートはまだ病院で浸透して

いない状況だが、部署で渡せる患者を選んで実践していく。 

・保健福祉部会から ACPについての説明依頼があったので行う。 

・包括ひがしばたではひとり暮らしの方にここ３年くらい、自分の生き方を誰かと一緒に

話すように一言添えてわたしノートを渡している。 

・施設ではわたしノートを簡略化したものを作成して、記載してもらったものをサービス

担当者会議で振り返りながら中身を充実させていくことを行っている。今年度は、看取り

期に入るまでにわたしノートを活用して何度か ACPを実施していく。 

・看護専門学校での医療概論の講義で、もしバナゲーム、ACPマニュアルの活用。 

・安心塾にて災害時の個別避難計画や介護に重点を置いた研修を行うが、災害時の ACP

についても取り入れられるように考えていきたい。 

・サルビー見守りネットを活用して ACPに関する情報を共有する。 

・訪問看護ネットワークでは、NPO 法人や生活支援のボランティアの方へ向けて ACP

についての研修会を行う予定。 

・安城更生病院では ACPについてのテンプレートを令和６年６月から運用開始しており、

令和７年３月末までで７１０人の患者、延べ９００件の入力があった。テンプレート活用

について研究発表していきたい。 



 

・院内での ACPに関するコンサルテーションを継続していく。 

 

（意見交換） 

・ACP に関しての情報を含む患者さんのことに関する情報提供を地域側ではどのように

行っているか。担当者会議でのケアプランの内容ではなく人物像や価値観について話す

機会を設けているか。 

→サルビー見守りネットやサマリー等、情報を共有する手段はあるが、専門職が ACPや

価値観についてその情報の中から活用できるスキルが必要。担当者会議の予定がかなり

先の場合は訪問看護師が支援者間で本人の価値観を共有する機会を提案することもある。 

→担当者会議の中であっても、プランについてだけではなく本人の価値観や家族の考え

などを意識して共有できるとより ACPが深まるのではないか。 

 

・医療・ケアについて、終末期のことと、どう生きたいかや生活についてのどちらを重視

しているかが立場によって違う。病院側と地域側で ACPの認識の違いがある。 

 

・在宅医療は複数の支援者が関わっており家族との関わりがある場合が多いが、施設では

在宅に比べると ACPが困難な場合が多い。家族とも希薄になりがちで、最終的に救急搬

送になってしまうケースも多い。 

 

・わたしノートにお風呂が好き、お花が好きとあったので終末期にお風呂にお花を浮かべ

て入った、寿司が好きな方には寿司のライブキッチンを行ったという事例がある。 

 

・以前は看取り期になったら医師を呼んで話合いをしていたが、現在はなるべく前倒しで

話し合う機会を設け、病院受診は家族に付き添ってもらい状態を知ってもらうようにし

ている。施設入居時に家族にもわたしノートの説明をしている。この取り組みを開始以降

救急搬送の数は激減した。 

 

・回復の可能性があるのか等、医学的な評価が重要。 

 

2. エンドオブライフ・ケア研修会について 

（１）日程：令和７年７月１２日（土）午後１時３０分～  

場所：安城更生病院 第１講堂 



 

 

 研修で使用するわたしノートの事例について、作業部会メンバーより案を募集する。 

   

（２）ファシリテーター協力依頼 

     打合せ：令和７年７月４日（金）午後２時～ さくら庁舎３８会議室 

 

3. わたしノート改訂について 

・延命治療という言葉の理解が難しく、一般市民でも具体的な処置や選択肢が記載できる

ように改訂するべき。特に、患者さんがどのような処置を受けたくないか、どのような希

望を持っているかを明確にすることが重要。 

・延命治療について用語説明を入れるのはどうか。 

・代理意思決定者を明確にする。 

・メモの欄は不要ではないか。 

 

→わたしノートの改定について７月の地域ケア推進会議にて各部会から意見の募集を行

う。第２回 ACP作業部会にて協議のうえ改訂案を作成し、１１月の地域ケア推進会議に

て改訂案を提示する予定。 

 

 

 

次回開催日 令和７年９月１７日（水）午後２時～ さくら庁舎３５会議室 

 

 

議事録確認できます 


